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１ はじめに
かつて田の字型民家では、冠婚葬祭の際には二間
続きの座敷空間や、広い四間空間が重要な役割を
担ってきた。近年は、冠婚葬祭は住宅外部の施設で
行われる割合が増えつつある。冠婚葬祭のなかでも
最後まで自宅で行われることが多かった葬儀につい
ても、自宅から葬儀専門会場で行われる割合が急増
している。1992年には自宅での葬儀が 53％、葬儀専
門会場でのそれが 18％と葬儀の半数以上はまだ自
宅で行われていたが、1999年には自宅と葬儀会場が
ほぼ同数、2003年には自宅 19％、葬儀会場 56％、
2007年には自宅 13％、葬儀会場 65％とますます葬
儀会場の増加率が著しい??。
本稿は、典型的な田の字型民家において行われた
葬送儀礼の様子および儀礼時における空間利用につ
いて、その特徴および変遷について考察することを
目的とする。葬送儀礼については、これまで十分な
報告がみられなかったが、今後ますます自宅での葬
儀が減少する状況にあって、貴重な事例になると考
えられる。
研究の方法としては、平成 20年 5月、6月、平成
21年 4月に行われた奈良県大和郡山市における田
の字型民家での通夜、葬儀・告別式、満中陰（四十
九日）、一周忌の一連の葬送儀礼についてその様子お
よび空間利用の実態について明らかにする。過去の
儀礼の様子については、1966年に発行された『大和
郡山市史』に大正 4年頃の葬送儀礼について記述さ
れた『奈良県風俗志料』が収録されており、それら
を基礎とする。それ以降の葬送儀礼については詳述
した文献が乏しいため、今回葬送儀礼が行われた民
家での過去の葬儀（S27、S40、H4、H9）についても
居住者にヒアリングを行った。一民家で行われた葬
送儀礼に関するヒアリングであるため信頼性が十分
とはいえないが、その地域での一般的慣習に基づき
行われた儀礼であるため、変遷の一端を理解するこ
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とはできると考えている。
２ 奈良県大和郡山市小泉町の歴史的背景
と民家の特徴
2．1 奈良県大和郡山市小泉町の歴史的背景
大和郡山市は奈良市の南西 6 kmに位置してお
り、市域の東南は奈良盆地の低平地、西北部の一部
は西ノ京丘陵や矢田丘陵に及んでおり、盆地底と丘
陵の接する地域である。小泉町は市域の西部に位置
しており、西隣の斑鳩町の法隆寺から北東に 3 km
弱である。小泉町には、室町時代の社殿を持つ小泉
神社や、江戸時代に当時の小泉藩主片桐貞正（片桐
且元の弟の長子）によって開かれた奈良盆地を借景
とした名庭園を持つ慈光院などがある。
2．2 民家の特徴
民家は明治期に建てられ、建設にあたって、当時
の主人（今回葬儀が行われた故人の義父）が京都ま
で町家を見に行き、所有していた山林から木を切り
出し、地元の大工に手間賃を払って、3年を費やして
建てられた。そのためか、外観の意匠はこの地域の
民家に多くみられる奈良格子ではなく、京都に多く
見られる細い木の格子となっている。
内部の間取りは典型的な田の字型である（図 1）。
日常の生活行為である食事や団らんは、イマで行わ
れ、親しい人や村人の接客もイマで行われる。イマ
には、伊勢神宮、小泉神社などのお札が奉られてい
る。キャクマは公的な接客空間として使われる。オ
クは故人の寝室であったが、離れに寝室を移してか
らは物を置いておく場所として使われていた。ザシ
キには仏壇があり、お寺の月参りや大勢の人が集ま
る際の中心的空間となる。正月など親戚などが集
まった時には、ザシキとオクが二間続きで使われる。
冠婚葬祭の際には四つの空間すべてが使われる。
３ 田の字型民家における儀礼と空間利用
3．1 葬送儀礼、通夜の概要
明治 43年に隣町の平群町で生まれた故人は、20
代前半で結婚してから 70年以上、典型的な田の字型
民家の住宅で農業をしながら暮らしてきた。最後ま
で元気に 99歳で大往生をとげられた。通夜、葬儀は
市内の地元の葬儀社と隣組の人たちが中心となって
自宅で行われた。隣組の男性のなかの年長者が責任
者となり、責任者が葬儀委員長となる。男性陣は寺
や火葬場への連絡、葬儀の日取りなど葬儀全般を段
取る。また、香典の受付、僧侶や葬儀社への支払い
など会計全般を担う。葬儀委員長は葬儀終了後に、
筆で縦書きされた香典帳、収支帳、僧名と役割、焼
香順位、帳場や手伝いの氏名など葬儀全般の記録一
式を家人に手渡す。手伝いは駐車場の整備や会場案
内を行い、隣組の女性およびつきあいのある女性た
ちは、食事の用意など台所仕事を行う。
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図１ 田の字型民家の模式図
146
大正や昭和の頃と比べても葬送儀礼の基本的な順
序はほとんど変わらない。しかし、業者が入る事に
よって、必要とされる様々なものが用意され簡易化
されている。とくに血縁以外の者が行ってきた湯潅
などを業者が行うようになっている。
3．1 通夜の概要
故人は、2008年 5月 7日午前中に体調を崩して病
院に運ばれ、午後に老衰で亡くなった。病院で身体
を清めてもらったあと自宅へ戻り、5月 8日に親族
だけで仮通夜を行った。
通夜は 5月 9日 18:00から自宅で行われた。オク
に祭壇が設営されて、田の字型の 4つの部屋の間仕
切りを全て取払い、家具なども全て蔵などに収納し
て、一つの大きな空間とした。弔問客などが帰宅し
一段落した後 19 :30から隣組の女性たちが集まり
浄土日用勤行、西国三十三カ所のご詠歌を唱えた。
通夜およびご詠歌を唱えるときも、オクに設けられ
た祭壇を中心として、ザシキ、イマ、キャクマを一
つの空間として行っており、詳しくは、既報を参照
していただきたい??。
3．3 告別式での空間利用
告別式は、通夜の翌日 5月 10日 11:00～11:50に
行われた。葬儀は一仏か二仏、または三仏で行われ
るという。今回は、三仏（さんぶつ）といって 3名
の導師、3名の役僧、3名の楽人でとり行われた（図
2）。その際、これら 9名の僧侶の控えの間として隣
家の分家（当家主人の弟）の住居が使われた。
導師は、菩提寺である善福寺（浄土宗）の僧侶、
脇導師は小泉町の安養寺の僧と龍田の浄慶寺の僧で
ある。役僧、楽人も近隣の各寺の住職である??。楽人
は笙、篳篥、竜笛を演奏する。楽人は親族が着席し
たあと、祭壇前に着席し、雅楽を奏でながら、役僧
や導師様が控えの家から入場されるのを待つ。
当家では昭和 27年（故人の義母）、昭和 40年（故
人の義父）、平成 9年（故人の長男）の時も三仏で葬
儀を行っている。平成 4年の時は、当家主人（故人
の夫）の葬儀ということもあり、他家にも事例があ
るということで、五仏で葬儀を行った??。五仏という
のは、5名の導師、5名の役僧、5名の楽人、合計 15
名の僧侶で行われる葬儀のことをいう。
市史にはこうした三仏や五仏のことなどは書かれ
ていないため、小泉町のどのあたりまでで行われて
いるのか明確なことは分からない。市史によると大
正 4年の頃には、「棺は雨縁から出し、棺の出口には
青竹で の形の門は作って通らせるところがある。
出棺後には門火を焚き、戸障子を閉じ、壺を割る」
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図２ 三仏三役三楽による告別式での空間利用図
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とある。当家では昭和の頃も平成の頃も玄関から出
棺し、門火を焚いて故人が使っていた茶碗を割って
出棺したという。今回も茶碗を玄関で割って、玄関
から出棺した。
火葬場では、近親者から焼香をして、家に戻って
精進おとしといって皆で会食を行った。約 2時間後
に再び火葬場へ行き、骨上げを行った。遺骨を持ち
帰ってから菩提寺の住職が来て、初七日を行った。
その後、子どもや孫などの親族は軽い夕食を取り、
それ以外の親族は帰宅した。そして夜 18時から隣組
の女性たちが集まり、浄土日用勤行、西国三十三カ
所のご詠歌が唱えられた。
3．4 満中陰での空間利用
満中陰（四十九日）は 2008年 6月 21日 10:30～
12:00まで田の字の 4つの空間の間仕切りを取り
払って一つの空間として行われた（図 3）。15:00か
らは善福寺の墓地で納骨が行われた。夕方 18:00か
らは隣組の女性たちが集まって浄土日用勤行、西国
三十三カ所のご詠歌が唱えられた。満中陰の後は、
百か日、一周忌と行事が続く。
市史にみられる大正の頃と同様に、満中陰までは
中陰棚には灯明を絶やさないように、電気の回り灯
籠をつけて、線香も巻線香を一日二回とりかえた。
大正そして昭和の頃は、花は樒一色で色花を用いな
かったが、今回は地味な色花を用いた。市史にも記
載されているが、満中陰には、七七日の供養として、
四十九日のカサノモチといって、ひと形に切った餅
を親族に配る。これは、丸い餅を用意しておき、読
経が済んだところで僧侶がひと形に切り分けて行
く。それはカサをつけ、杖をもった旅人の形である。
この地域ではどの宗派でもつくり、宗派によって切
り方が違うが、現在でも行われている。
親族はひと形の欲しい部分をもらうことがある。
例えば、足やひざの悪い親族は足の部分をもらうと
足がよくなると言われる。持病や悪い部分があれば
その部分の餅をもらうと、故人が極楽へ行かれると
きに悪い部分や病気などを一緒に持ち去ってくれる
と考えられている。カサノモチの一部、とくにカサ
の部分である場合が多いが、それは屋根の上に放り
投げ、鳥や生き物への施しとする。
今回も僧侶は読経が終わると、用意された丸い薄
い餅からカサノモチをつくった。家人は、親族に配
るため、カサノモチをさらに小さく切り分けた。参
列者全員で会食をした後、お供えものと一緒に各親
族へ配った。
お通夜に始まり、初七日、中退夜に集まって行わ
れてきたご詠歌は、満中陰で最後となる。大切な家
図３ 満中陰における空間利用図
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族の一員を失った悲しみを隣組など近くにいる人た
ちが共に分かち合うことは遺族にとっては心強いも
のとなる。また、遺族に変わったことはないか、順
調に悲しみをのりこえているかどうかを、近隣の人
たちが見守る大切な役割を担っている。日常的には
このような濃密なつきあいは少なくなったが、冠婚
葬祭のなかでも葬儀の場合に慣行が顕在化し、その
継続性が認められる。
2008年 8月 7日には、百ヶ日と初盆が行われた。
親族が集まり、ザシキとイマの二室が使われ、キャ
クマが控えの間として使われた。
3．5 一周忌での空間利用
平成 21年 4月 26日に故人の一周忌と故人長男の
13回忌があわせて行われた。10:00～11:20まで僧
侶による読経、11:30～12:00まで墓参り、12:30
～14:00まで会食を行った（図 4）。
僧侶による読経は、ザシキに置かれた仏壇の前に
僧侶が座ってザシキとオク、イマにそれぞれ親族が
座って読経を行った。この時は田の字の 4つの空間
のうち 3つを L字型につなげて、玄関に近いキャク
マだけは間仕切りを入れて、僧侶の着替えなど控え
の間として利用した。僧侶が来て仏壇の前に塔婆を
二本たてかけて、初めに故人長男の 13回忌の読経が
始まり、引き続いて故人の一周忌の読経が行われた。
読経が済むと善福寺へ塔婆を持って墓参りをした。
そして自宅に戻って、田の字型の四室全てを一体的
空間として、銘々膳で会食をしながら故人を偲ぶ話
や近況などが語られた。
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図４ 一周忌における空間利用図
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写真４ 告別式での導師様、役僧、楽人による儀礼
（Ｋ家アルバムより転載）
写真１ 大阪と奈良を結ぶ街道と民家
写真３ 告別式での僧侶入場
楽人は既に着席して演奏しているなか役僧、
導師様の順に入場する。（Ｋ家アルバムより転
載）
写真６ 告別式の夜の女性たちによるご詠歌
導師と呼ばれる年長者の 2人が祭壇の前に鉦
を置いて座り、その後ろに女性たちが座る。
最後尾は男性も含めた家人が座ってご詠歌を
唱える。
写真２ 間仕切りを取払い一体的空間とする 写真５ 告別式のあと導師様から退場する
（Ｋ家アルバムより転載）
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写真10 カサノモチの各部分を切り分ける写真７ 満中陰における僧侶の読経
田の字型の四室を一体的に使う。初めに仏壇
の前で読経してから中陰棚で読経する。
写真９ 満中陰では「カサノモチ」をつくる
読経のあと、僧侶は用意された大きな丸い餅
から「カサノモチ」をつくる。
写真12 切り分けられたカサノモチ
親族に配るため、家人はさらに小さく切り分
ける。親族は欲しい部分をもらう。持病があ
る人はその部分をもらって食べると治るとい
われる。
写真８ 満中陰で親族に配るために用意された餅
大きな丸い餅はひと形に切り分けられる。
写真11 カサノモチの完成
カサをつけ、杖をもったひと形の餅ができあ
がる。かさの部分は屋根に放り投げて施しと
する。
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写真16 納骨後の会食写真13 満中陰の読経のあと納骨のため墓地へ参る
写真15 僧侶による入魂式
写真18 満中陰の夜の女性たちによるご詠歌
通夜の晩、告別式の夜（初七日）、中退夜（三
十五日）に行われた女性たちによるご詠歌は、
満中陰で終わる。
写真14 墓地での僧侶による読経
写真17 満中陰までの神棚の様子
通夜から満中陰まで、神様は死人を嫌うと
いって、神棚には白い紙をはる。会食時は田
の字型の四室全てを使う。
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